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京
都
哲
學
會
規
約

尉
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

　
こ
と
を
旨
釣
と
す
る

酬
、
右
の
昌
陶
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

ω
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊨
　
隠
時
研
究
會
を
開
く

｝
、
本
會
の
謬
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
四
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
曾
員
の
申
か

ら
委
員
倉
が
推
薦
す
る

一
、
本
曾
は
禽
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
絡
の
鰯
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
・
國
轡
館
。
其
他
の
團
髄
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
曾
誌
鰻
照
分
を

含
む
）
を
蔚
毒
す
る

一
、
魯
員
は
倉
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
訴
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
絢
の
改
正
は
委
員
禽
の
決
定
に
よ
る
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」
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口

　
京
都
哲
学
会
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
会
費
を
値
上
げ
し
て
以
来
、
会
費
の
現
状
維

持
に
百
方
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
、
が
最
近
、
特
に
昨
年
秋
以
後
、
会
誌
制
作
費
（
紙
代
・

組
代
・
刷
代
）
の
高
騰
は
い
ち
じ
る
し
く
、
遺
憾
な
が
ら
本
号
（
五
四
一
号
）
よ
り
従
来

の
会
費
－
一
年
分
二
、
○
○
○
円
（
会
誌
三
冊
分
）
一
を
、
三
、
六
〇
〇
円
（
会
誌
四

冊
分
）
に
値
上
げ
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
会
員
諸
賢
の
御
了
承
と

い
っ
そ
う
の
御
激
励
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
市
販
の
場
合
の
定
価
は
一
冊
九
〇
〇
円
－
従
来
は
七
〇
〇
円
i
と
な
り
、

現
在
ま
で
お
預
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
会
費
は
、
右
に
準
じ
て
清
算
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
併
せ
て
御
承
知
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

京
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哲
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会
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想
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〔
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博
士
課
程
単
位
修
得
者
研
究
論
文
要
旨
の
提
出
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、
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
の
規
程
改
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に
よ
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、
昭
和
五
十
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年
度
の
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、
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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会
　
告

　
こ
の
た
び
、
阪
本
財
繍
か
ら
、
京
部
哲
学
会
へ
、

昭
和
五
十
五
年
度
の
「
哲
学
研
究
」
刊
行
の
た
め

に
、
多
額
の
補
助
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ

に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
あ
わ
せ

て
、
会
員
各
位
に
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会

　
昭
和
五
十
五
年
九
月

一
＝
嵩



會

告

一
、
本
會
は
禽
員
組
織
と
し
書
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
魯
希
塾
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
鴎
京
都
大
攣
文

麹
部
内
京
都
哲
出
頬
（
振
替
口
座
京
都
圏
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但
し
、

禽
十
四
手
分
）
を
お
携
年
下
さ
い

又
禽
員
へ
の
平
顔
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
…
購
入
及
び
讃
費

に
超
す
る
桝
切
は
東
京
都
千
代
田
匿
｝
番
恥
一
七
番
地
創
文

甦
（
振
替
口
塵
東
京
二
一
九
二
照
七
二
番
）
宛
に
願
い
ぎ
す

　
、
會
員
の
韓
厨
・
入
退
爵
の
事
務
及
び
編
輯
聯
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
下
着
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
薪
刊
轡
・
審
聡
雑
誌
等
は

本
愈
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
臨
吉
閏

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
五
日
　
印
剃

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
日
　
襲
行

通
輯
兼

塗
行
人

編
輯
代
表

編
輯
担
当

京
都
大
學
文
學
部
内

京
　
都
　
哲

酒
　
　
　
井

宗
　
　
　
像

學

恵修會

費
捌
駈

印
　
鰯
　
所
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関黙思盤
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三二覧肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
着
の
御
註
文
及
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